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   A study was made to evaluate the clinical effect of a new water-soluble thiamine 
derivative, Thiamine  disulfide-0,  0'-bis-monophosphate (=VMT-908), in 33 cases of urolo-
gical diseases. 
   The method of administration, dosage and results are summarized as follows. 
 1. Fifty mg of VMT-908 was given intravenously or intrasacrally daily or 2 to 3 times 
a week. The compound was injected intravenously by drip to postoperative patients. 
 2. VMT-908 was relatively effective for the treatment of pollakiuria or enuresis both 
caused by nycturia and cystalgia. 
 3. Recovery from postoperative paralysis of intestinal tract and bladder was markedly 
promoted physilogically after administration of VMT-908. 
 4. VMT-908 was also effective for the supplement of thiamine to the patients whose 
thiamine consumption in the body was adnormally accelerated. 
 5. VMT-908 exerted a remarkable effect on  fatigue which is one of the general symp-
toms. It was also effective as a symptomatic therapy for the patients who complained of 
anorexia, lumbago, etc. 
 6. A few cases (2 or 3 patients) complained of temporal sensation of bitter taste and 
itching of periproct after intravenous injection. However, there were no noticeable or 
serious side-effects at all.
1.緒 言
最近 ビタ ミンBlの 大量療 法が注 目され るよ
うに な り,B,欠 乏症 のみ でな く広 く各種 の疾
患に 使用 され,幾 多の 好結果が 報告 されてい
る.今 回,わ れ われ は田辺製薬 よ り易吸収性 の
ビタ ミンB1誘 導体 として のThiaminedisu-
1fideO,O'-bis-monophosphate(VMT-908)
注 射 薬 の 提 供 を う け,泌 尿 器 科 疾 患 に 使 用 し た
の で そ の 概 略 を 報 告 す る.
2成 分 ・ 性 状
分 子 式:C2,H3601,N8S2P2・4H20




















1)水 に対 す る溶 解 性:25。Cで約4.5W/V%溶
解 し,pHは 約4.0で あ る.
2)有 機 溶 媒 に 対 す る溶 解 性:一 般 に有 機 溶 媒 に
対 し ては 極 め て 難溶 性 で あ る.B,と 同 様 に有 機 溶 媒
に 対す る分 配 性 は ほ とん どみ られ な い.
VMT-908は塩 酸 塩 換 算量 とし て1ア ソ プル 中10
mg(皮 下 ・筋 注 用)及 び50mg(静 注 用)を 含 む 注
射 剤 で あ る。






















6.臨 床 成 績








































































































































































































































































頻 尿 不 変 無1








































































右 腎 別 除 術





















































出術後,腰痛症,右 副腎別除術後の4例 中3例 に自覚
症状の改善が得られている.
第4表 そ の 他 の 疾 患
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VMT-908はビタ ミンB1の 誘導体 として合
成 された もので,従 来 の ビタ ミソB、 に比 して
その効果が持続的 であ り,大 量使用 して もほ と
ん ど見 るべ き副作用 を きたさない と云われ てお
り,従 来 よりビタ ミンB、 は神経性 の諸疾患 に
対 して有 効であ ることが報告 され ている.
62年度 の教室統計 に よれば,夜 尿症及 び膀胱
神経症 の如 き頻 尿ない し遺 尿を訴曳 るものは,
外来患者総数1,864名中88名 で4.7%をしめて
お り,い ずれ も 病態が 十分に 究 明され てお ら
ず,治 療法 も各種数多 くのものが試 み られ てお
り,VMT-908による治療 もある程度 の効果 を
期待 で きるもの と思 われ る.
手 術患者 の術 後の ガス排 出は術後経過 の第一
の指標 とな る.ビ タ ミンB・ の もつ抗神経炎作
用 を 腸管膀胱麻痺 治療へ 応用 す る 方法 として
VMT-908を術後使用 し,ビ タ ミンB,よ りも
成績 は良好 であつ た.ガ ス排 出時間は小坂等 の
報告 に よる と全 麻,腰 麻,サ クシンな どの 使
用,麻 酔時 間の長短 には相関関係 はな く57時間
45分であ り,池 尻 に よれ ぱ自然 ガス排 出時間は
49時間39分,自然排尿時 間は15時 間16分 であ
る.自 験例ではVMT-908使 用群 が ビタ ミン
B、使用群 よりいずれ も時間 の短縮を みてお り,









対 して 対症療法 としてVMT-908の効果は み
るべきものがある.
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